
冬の自然まつり

「2018 年、もっと高く！」 人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市
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主な内容

（12 月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,093 （＋ 20）
人　 口 ５万 4,168 （＋ 15）
男 ２万 5,400 （＋ ６）
女 ２万 8,768 （＋ ９）

出　 生 43
死　 亡 63
転　 入 118
転　 出 79
その他異動 ４



間
の
供
用
開
始
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
広
域

的
な
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
重
要
な
路
線
の
整
備
が
順
調
に
進
展
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
整
備
が
進
む
こ

と
で
、
企
業
立
地
や
物
流
の
促
進
・
充
実

等
に
よ
る
沿
線
で
の
地
域
経
済
の
活
性
化

が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
の
我
が
国
の
状
況
で
す
が
、
個
人

消
費
は
徐
々
に
持
ち
直
し
て
お
り
、
雇
用

情
勢
は
改
善
し
、
景
気
は
緩
や
か
な
回
復

基
調
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
先
行
き
と
し

ま
し
て
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が

続
く
中
で
、
各
種
政
策
の
効
果
も
あ
り
少

し
ず
つ
回
復
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
が
、
海
外
経
済
の
不
確
実
性
や
金
融

資
本
市
場
の
変
動
、
全
国
的
な
人
手
不
足

な
ど
を
注
視
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
昨
年
、

新
た
に
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
お
よ
び

㈱
テ
ィ
ア
ン
ド
テ
ィ
が
本
市
に
進
出
さ
れ
、

ま
た
、
市
内
工
業
団
地
等
で
操
業
さ
れ
て

い
る
地
元
企
業
に
よ
る
工
場
増
設
や
雇
用

増
加
の
規
模
拡
大
も
相
次
ぎ
、
年
間
９
件

の
企
業
立
地
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

中
で
も
重
要
課
題
で
あ
り
ま
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ

お
よ
び
パ
イ
オ
ニ
ア
工
場
跡
地
に
つ
い
て

は
、
進
出
企
業
で
あ
る
㈱
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ

物
流
、
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
が
操
業

を
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
地
元
企
業

で
あ
る
㈱
マ
ル
マ
エ
に
工
場
増
設
を
決
定

い
た
だ
き
、
本
年
夏
ま
で
に
は
、
再
び
跡

地
全
体
の
約
８
割
で
工
場
の
明
か
り
が
灯

さ
れ
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
最
重
要
課
題
で
も
あ
る

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
策
と
し
ま
し
て
は
、

「
出
水
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
基
づ
き
第
一
次
産
業
を
は
じ

め
と
し
た
産
業
振
興
・
し
ご
と
創
出
、
若

新年
　

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
市
政
の
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
皆
さ
ま

の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
９
月
に
本
庁
舎
の
正
面
駐
車
場
整
備
な
ど

の
外
構
工
事
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
役
所
新
庁

舎
建
設
に
関
す
る
す
べ
て
の
工
事
を
終
え
、
10
月
に
は

多
数
の
関
係
者
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
と
な
り
ま
す
新
庁
舎
の
落
成
式
を
無
事
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
尾
野
お
よ
び
野
田
の
両
支
所
庁
舎
の
建
設

事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
周
辺
公
共
施
設
の
機
能
を
取

り
入
れ
た
地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
整

備
に
向
け
て
鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
南
九
州
西
回

り
自
動
車
道
に
お
き
ま
し
て
、
２
０
１
５
年
12
月
の
野

田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
続
き
、
昨
年
３
月
に
高
尾
野

北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
同
年
11
月
に
出
水
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
同
自
動
車
道
の
出
水
阿
久
根
道
路
14
・
９
キ
ロ
㍍
が

全
線
開
通
い
た
し
ま
し
た
。
一
方
、
北
薩
横
断
道
路
に

お
い
て
は
、
本
年
３
月
25
日
に
中
屋
敷
・
き
ら
ら
間
、

来
年
度
中
に
は
さ
つ
ま
町
側
の
き
ら
ら
・
さ
つ
ま
泊
野

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に
お
け

る
切
れ
目
の
な
い
支
援
策
の
構
築
、
定

住
・
交
流
促
進
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き

進
め
る
こ
と
で
、
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
先
行
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
「
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
無
償
化
」、
小
・
中
一
貫
教
育

に
よ
る
教
育
充
実
を
図
る
た
め
の
「
義
務

教
育
学
校
の
設
立
」、
本
市
の
未
来
を
築

く
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
を
育
む
「
夢

の
教
室
」、「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
」
等
の
事
業
の
ほ
か
、
出
水
麓
地
区

の
観
光
と
郷
土
学
習
の
拠
点
と
し
て
昨
年

５
月
に
開
館
し
ま
し
た
「
出
水
麓
歴
史

館
」
や
平
和
教
育
の
た
め
の
戦
争
遺
跡
の

整
備
、「
農
業
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」、「
自

伐
型
林
業
へ
の
支
援
」、「
子
育
て
支
援
室

の
設
置
」
な
ど
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
加
え
ま
し
て
、

幼
稚
園
の
延
長
保
育
等
に
よ
る
待
機
児
童

解
消
対
策
や
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
、

産
後
ケ
ア
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
、
海
外

か
ら
の
観
光
客
誘
致
策
の
一
環
と
し
て
台

湾
お
よ
び
韓
国
と
の
交
流
の
推
進
、

２
０
２
０
年
度
開
催
の
国
民
体
育
大
会
に

向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
な
ど
の
事

業
に
鋭
意
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
本
市
の

発
展
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
方
の
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て出水市長　渋谷俊彦
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謹賀
　

皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご

ろ
か
ら
市
議
会
へ
の
ご
理
解
と
議
会
活
動
に
対
し
ま

し
て
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
建
設
し
て
お
り
ま
し
た
本
庁
舎
も
駐
車

場
等
す
べ
て
の
整
備
が
終
わ
り
落
成
式
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
高
尾
野
支
所
、
野
田
支
所
の
両
支

所
庁
舎
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
く
予
定
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
議
場
に
負
け
な
い
よ
う
議
員
全
員

気
持
ち
を
新
た
に
皆
さ
ま
と
と
も
に
手
を
携
え
て
希

望
に
満
ち
た
元
気
都
市
を
実
現
す
る
た
め
に
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
力
強
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
わ
が
国
に
お
け
る
経
済
状
況
は
、

緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
は
喜
ば
し
い
こ

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

と
に
９
企
業
と
の
立
地
協
定
を
締
結
し
、

少
な
か
ら
ず
雇
用
情
勢
の
改
善
に
繋

が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
地
方
創
生
人
材
支
援
制

度
を
活
用
し
、
４
月
１
日
か
ら
地
方
創

生
統
括
監
と
し
て
農
林
水
産
省
か
ら
現

在
の
副
市
長
が
着
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
を
生

か
し
、
本
市
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
に

尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
方
の
活
性
化
に
は
、
高
速
交
通
体

系
の
整
備
も
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
は
、

鹿
児
島
～
薩
摩
川
内
水
引
間
、
八
代
～

津
奈
木
間
、
阿
久
根
～
出
水
間
が
供
用

開
始
さ
れ
、
着
実
に
事
業
推
進
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鹿
児
島
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る

北
薩
横
断
道
路
も
今
年
度
末
に
は
、
中

屋
敷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～
き
ら
ら
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
供
用
開
始
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
事
業
が
確
実
に
進
展

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
高
速
交
通
体
系

の
全
線
開
通
こ
そ
が
、
人
、
モ
ノ
、
情

報
等
の
広
域
的
な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
や
地
域
活
性
化
に
寄
与
し
、
物

資
等
の
輸
送
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
担

う
重
要
な
道
路
と
な
る
こ
と
か
ら
、
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業

の
振
興
、
特
産
品
の
開
発
、
商
工
業
の

活
性
化
、
住
民
福
祉
向
上
、
住
環
境
の

整
備
、
高
齢
者
や
障
害
者
福
祉
の
充
実

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
市
民
・
行

政
・
議
会
・
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
遠
く
離
れ
て
故
郷
を
想
い
な

が
ら
日
夜
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
「
ふ
る

さ
と
会
」
会
員
の
方
々
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
本
市
の
発
展
に
ご
指
導
と
お

力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
は
、
次
の
改
選
か
ら
議

員
定
数
が
24
人
か
ら
20
人
に
な
り
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
市
民
の
代
表
と
し
て
、

そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、

透
明
性
を
高
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
身

近
で
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
皆
さ
ま
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け

意
見
を
幅
広
く
取
り
入
れ
た
議
会
づ
く

り
に
邁
進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
さ

ま
方
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し

て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 出水市議会議長
　田頭良成  
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最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

『 
環
境
ポ
ス
タ
ー
・
環
境
標
語 

』
作
品
展

【
環
境
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
】

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

出
水
中
学
校
１
年　
溝
口　
志
歩

賞状を手にする受賞者の皆さん

米
ノ
津
東
小
学
校
３
年　
山
口　
隼
叶

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
決
定最

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

野
田
中
学
校
３
年　
西
牟
田　
駿

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

下
水
流
小
学
校
５
年　
田
渕　
礼
人

　

市
内
の
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
の

皆
さ
ん
に
、
環
境
保

全
や
環
境
美
化
に
対

す
る
意
識
を
養
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
「
環

境
ポ
ス
タ
ー
・
環
境

標
語
」
の
作
品
を
募

集
し
ま
し
た
。

　

環
境
ポ
ス
タ
ー

は
、
小
学
生
の
部
に

９
校
か
ら
81
点
、
中

学
生
の
部
に
５
校
か

ら
２
２
３
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
標
語

は
、
小
学
生
の
部
に

６
校
か
ら
３
２
７

点
、
中
学
生
の
部
に

４
校
か
ら
６
７
８
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結

果
、
ポ
ス
タ
ー
の
部

で
、
最
優
秀
賞
４
点

と
優
秀
賞
８
点
が
、

標
語
の
部
で
、
最
優

秀
賞
４
点
と
優
秀
賞

８
点
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん

は
大
産
業
祭
会
場
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
部
門

食
べ
残
し
削
減
部
門

5 4広報いずみ2018（平成30年）１月 広報いずみ2018（平成30年）１月



優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

き
に
し
て
ね　

　
オ
ン
か
ら
オ
フ
へ　
ス
イ
ッ
チ
ポ
ン

　
上
場
小
学
校
五
年　

春
成　

天
空

リ
サ
イ
ク
ル　

　
未
来
の
僕
の　
貯
金
箱

米
ノ
津
中
学
校
三
年　

田
畑　

優
一

の
こ
さ
ず
に

　
食
べ
て
つ
な
ぐ
よ　
い
の
ち
の
バ
ト
ン

鶴
荘
学
園
三
年　

七
社　

日
和

「
い
た
だ
き
ま
す
」　

　
な
か
に
詰
ま
っ
た　
愛
と
手
間

大
川
内
中
学
校
三
年　

重
信　

千
優
梨

地
球
が　
ピ
ン
チ
だ　

　
み
ん
な
で
ふ
せ
ご
う　
温
だ
ん
化

下
水
流
小
学
校
四
年　

松
島　

晴

自
然
あ
ふ
れ
た
こ
の
町
に

　
ツ
ル
が
毎
年
や
っ
て
く
る

　
　
　
　
出
水
の
宝
を
大
切
に

下
水
流
小
学
校
五
年　

森
園　

健
悟

優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

ぼ
く
の
エ
コ

　
の
こ
さ
ず
た
べ
て　
ご
ち
そ
う
さ
ま

鶴
荘
学
園
二
年　

井
上　

晟

【
環
境
標
語
作
品
展
】

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

日
本
の
文
化　

　
Ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｉ
を

　
　
　
　
　
　
世
界
の
文
化
へ

鶴
荘
学
園
七
年　

松
元　

朝
陽

「
ポ
イ
捨
て
」
を　
し
よ
う
と
す
る
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ポ
イ
」
し
よ
う

出
水
中
学
校
二
年　

坂
元　

ま
り
か

残
さ
ず
食
べ
て
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
！
」

　
　
　
　
　
そ
れ
が
一
番
の
感
謝
の
印

出
水
中
学
校 

三
年　

所
﨑　

和

お
手
つ
だ
い

　
お
ぼ
え
た
マ
ー
ク
で
し
わ
け
し
て

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
日　
出
し
に
行
く

米
ノ
津
東
小
学
校
三
年　

山
口　

隼
叶

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

環
境
に　

　
あ
な
た
の
優
し
さ　
使
お
う
よ

大
川
内
中
学
校
二
年　

宮
原　

璃
帆

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

大
川
内
中
学
校
３
年　
飯
森　
一
真

大
川
内
中
学
校
３
年　
今
中　
星
音

出
水
中
学
校
３
年　
山
﨑　
将
平

野
田
中
学
校
３
年　
田
上　
稔
樹

食
べ
残
し
削
減
部
門

環
境
部
門

高尾野小学校６年
中村　心珠

出水小学校３年
新留　慧士朗

西出水小学校５年
町口　千夏

大川内小学校６年
切通　朋香

5 4広報いずみ2018（平成30年）１月 広報いずみ2018（平成30年）１月



7 6広報いずみ2018（平成30年）１月 広報いずみ2018（平成30年）１月



『山
やまだしょうがん

田昌巖の生涯と出水』

山田昌巖翁 350 年記念事業

2018 年

月 日

入場
無料

【プロフィール】
　1954 年生まれ。歴史作家、武蔵野大学政治経済研究所客員
研究員。
　専門は織豊時代と薩摩の歴史。主な著書は『本能寺の変と明
智光秀』、『織田信長―戦国最強の軍事カリスマ―』、『さつま人
国誌』戦国・近世編１～３、幕末・明治編１～３、『関ヶ原 島
津退き口』など多数。
南日本新聞に歴史コラム「さつま人国誌」を 10 年間連載。

問い合わせ先　本庁文化財課（☎ 63 − 2108）

記念講演

桐
きりの

野　作
さくじん

人　氏
（出水市出身）

郷土芸能披露

122
県指定無形民俗文化財

『野田町の山田楽』

講　師

開場：午後１時

開演：午後１時 30 分

市音楽ホール
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市長選挙および市議会議員選挙の投票日は

2018 年４月 15 日（日）です
　

任
期
満
了
に
伴
う
出
水
市
長
選

挙
お
よ
び
出
水
市
議
会
議
員
選
挙

（
定
数
20
人
）
が
、
２
０
１
８
年

４
月
８
日
に
告
示
・
立
候
補
受
け

付
け
、
同
15
日
に
投
票
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
４
年
間
の
出
水
市
を
託
す

人
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

　

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

 

３
月
５
日
（
月
）　

午
後
１
時

　

30
分
か
ら

 

本
庁
大
会
議
室

立
候
補
受
け
付
け

 

・

 

４
月
８
日
（
日
）

〇
午
前
８
時
30
分
～
同
10
時

　

本
庁
大
会
議
室

〇
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
本
庁
内
）

投
票
で
き
る
人

　

２
０
０
０
年
４
月
16
日
ま
で
の

出
生
者
で
、
２
０
１
８
年
１
月
７

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
本
市
に
居

住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
、
か
つ
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

投
票

　

市
内
22
か
所
の
投
票
所
で
、
午

前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
（
一

部
の
投
票
所
は
午
後
６
時
ま
で
）

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
等
で
投

票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間

　

４
月
９
日（
月
）～
同
14
日（
土
）

時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

開
票

　

投
票
日
に
即
日
開
票
し
ま
す
。

※
開
票
結
果
速
報
は
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

 

本
庁
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

　

局
（
☎
�
４
１
３
８
）

　

採
用
予
定
日
は
２
０
１
８
年
４
月
１
日

（
職
種
に
よ
っ
て
は
今
年
度
中
の
採
用
が
可
）

で
、
原
則
と
し
て
採
用
と
同
時
に
市
内
に
居

住
で
き
る
方
と
し
ま
す
。

 

１
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
～

 

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

受
験
申
込
受
付
期
間　
１
月
４
日
（
木
）
～

　

同
22
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。
郵
送
の
場

　

合
は
、
最
終
日
到
着
分
に
限
り
受
け
付
け

　

ま
す
。

受
験
手
続

　

受
験
申
込
書
（
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

経
営
企
画
課
、
各
診
療
所
、
本
庁
総
合
案
内

に
準
備
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
当
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
の

請
求
お
よ
び
提
出
は
郵
送
で
も
可
能
で
す
。

請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験

申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切

手
を
貼
付
し
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
型
２
号
封
筒
：
Ａ
４
判
サ
イ
ズ
）
を
同

封
の
上
、
経
営
企
画
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。・

 

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

経
営
企
画
課
総
務
係

　
（
〒
８
９
９

－

０
１
３
１
出
水
市
明
神
町

　

５
２
０
番
地
）

　
（
☎
�
１
６
１
１
）

出
水
市
病
院
事
業

職
員
採
用
試
験

職　種 採用予定人員 受験資格
（①、②いずれの要件も満たす者）

看護師 ５人程度
① 1977（昭和 52）年４月２日以降に生まれた者
②看護師の資格を有する者または 2017 年度実施の国家試験で資格取得見込
　みの者

作業療法士 １人
① 1982（昭和 57）年４月２日以降に生まれた者
②作業療法士の資格を有する者または 2017 年度実施の国家試験で資格取得
　見込みの者
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早朝のツルの様子を観察しよう♪
　博物館講座８「ツルの飛び立ち観察会」
を開催します。

 １月 21 日（日） 
　午前６時 30 分～同８時 30 分

 荒崎、東干拓
集合場所　ツル観察センター駐車場
定　員　20 人
対象者　小学生から一般の方
※小学生以下は保護者同伴に限ります。

 無料
 電話でお申し込みください。
・  クレインパークいずみ

　（☎ 63 － 8915）

出水市の観光情報はコチラから！
【出水市観光サイト　出水ナビ】
　「特集！おすすめの楽しみ方」では友達グループ、夫婦旅、
三世代旅行などパターン別の観光ルートをご紹介しています。
　他にも、市内の観光スポットやイベント情報をアップしてい
ますのでご覧ください。
ＵＲＬ：http://www.izumi-navi.jp

【出水市総合観光ステーション】
　出水駅観光特産品館「飛来里」に隣接し、年末年始も開いて
いますので出水の観光についてお問い合わせください。
営業時間　午前８時 30 分～午後７時
※ただし、12/31 は午前８時 30 分～午後６時、1/1 は午前９　
　時～午後６時

 （☎ 79 － 3030）

　

環
境
省
お
よ
び
（
公
財
）
日
本

生
態
系
協
会
の
共
催
で
、
今
年
も

ツ
ル
渡
来
地
へ
の
車
両
の
立
入
規

制
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
は
観

光
客
の
マ
イ
カ
ー
を
対
象
に
１
月

と
２
月
に
実
施
し
ま
す
。
当
日
は

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
か
ら
ツ
ル
観
察

セ
ン
タ
ー
ま
で
ガ
イ
ド
付
き
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
が
代
替
交
通
と
し
て
運

行
さ
れ
ま
す
。
同
時
開
催
の
イ
ベ

ン
ト
等
も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

 

１
月
27
日
・
28
日
（
土
・
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

２
月
17
日
・
18
日
（
土
・
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

規
制
対
象　
観
光
車
両
（
団
体
バ

　

ス
、
タ
ク
シ
ー
、
身
障
者
車
両

　

等
は
除
く
）

代
替
交
通　
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
か

　

ら
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
を
往
復

　

す
る
ガ
イ
ド
付
き
バ
ス

※
午
前
８
時
30
分
か
ら
30
分
間
隔

　

で
運
行

 

大
人　

３
２
０
円

　

小
中
学
生　

１
２
０
円

※
バ
ス
チ
ケ
ッ
ト
で
ク
レ
イ
ン

　

パ
ー
ク
お
よ
び
ツ
ル
観
察
セ
ン

　

タ
ー
へ
入
館
で
き
ま
す
。

ツ
ル
渡
来
地
へ
の
立
入
規
制
の
実
施

内
容　
出
水
の
ツ
ル
越
冬
地
で
の

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ
の
リ

　

ス
ク
管
理
の
強
化
、
越
冬
地
内

　

の
円
滑
・
安
全
な
交
通
の
確
保

　

等
を
目
的
に
、
観
光
客
を
対
象

　

に
マ
イ
カ
ー
規
制
を
行
い
、
ガ

　

イ
ド
付
き
バ
ス
の
運
行
に
よ
り

　

ツ
ル
越
冬
地
の
現
状
を
伝
え
新

　

し
い
ツ
ル
観
光
の
あ
り
方
を
模

　

索
す
る
た
め
の
社
会
実
験
を
行

　

い
ま
す
。

 

環
境
省
九
州
地
方
環
境
事
務

　

所
出
水
自
然
保
護
官
事
務
所

　
（
☎
�
８
９
７
７
）

　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
で
は
、

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
ジ
ャ
ン

ボ
門
松
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
元
日
は
午
前
７
時
に

早
朝
開
館
し
ま
す
。

　

ご
来
光
と
と
も
に
飛
び
立
つ

縁
起
の
良
い
ツ
ル
と
巨
大
な
門

松
で
、新
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

〇
ジ
ャ
ン
ボ
門
松

　

設
置
期
間　
１
月
中
旬
ま
で

〇
早
朝
開
館

 

１
月
１
日
（
月
・
祝
日
）　

　

午
前
７
時
～
午
後
５
時

※
通
常
開
館
時
間
は
、
午
前
９

　

時
～
午
後
５
時

 

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
５
１
５
１
）

　
（
一
社
）
市
観
光
協
会

　
（
☎
�
３
０
３
０
）

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と

　

し
て
、
ご
来
館
の
際
は
、
車

　

両
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ

　

い
。

※
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
へ
の
入

　

館
は
、入
場
料
（
２
１
０
円
）

　

が
必
要
で
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
門
松
・
早
朝
開
館

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
へ
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北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

第
34
回
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

 

１
月
21
日
（
日
）　

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
30
分

 

市
文
化
会
館

 

３
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

曲
目　
華
音
櫻
來
、美
女
と
野
獣
、

　

交
響
詩「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」

　

ほ
か

 

北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン

　

ド
事
務
局

　
（
☎
�
２
７
４
２
：
松
尾
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　
　

　

http://hsb1.jim
do.com

/

　

Facebook

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
http://w

w
w

.facebook.
　

com
/hokusatsu.sb/

　

県
子
ど
も
芸
術
祭
典
・
人
形
劇

団
ク
ラ
ル
テ
公
演
「
ゆ
ら
ゆ
ら
ば

し
の
う
え
で
／
ど
う
し
て
、
ぞ
う

さ
ん
の
は
な
は
な
が
い
の
？
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

・

 

２
月
４
日
（
日
）

〇
午
前
11
時
開
演

　

浦
窪
公
民
館

〇
午
後
６
時
開
演

　

西
出
水
小
学
校
体
育
館

 

前
売
券

　

３
歳
未
満
無
料

　

３
歳
以
上
１
２
０
０
円

※
当
日
券
は
１
５
０
０
円

 
出
水
子
ど
も
劇
場
事
務
局

　
（
☎
�
５
４
５
４
）

　

北
薩
地
区
の
高
等
学
校
の
生
徒

に
よ
る
、文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

 

展
示
部
門

　

１
月
11
日
（
木
）

　

午
後
３
時
40
分
～
同
５
時

　

１
月
12
日
（
金
）
～
17
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

　

１
月
18
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

　

ス
テ
ー
ジ
部
門　

　

１
月
18
日
（
木
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

　

呈
茶
部
門　

　

１
月
18
日
（
木
）

　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

※
１
月
15
日
（
月
）　

休
館
日

 

展
示
部
門

　

市
中
央
公
民
館
（
小
ホ
ー
ル
）

　

ス
テ
ー
ジ
・
呈
茶
部
門

　

市
文
化
会
館

 

無
料

内
容

○
美
術
、
書
道
、
写
真
等
の
展
示

○
音
楽
（
軽
音
楽
・
吹
奏
楽
・
管

　

弦
楽
等
）、
放
送
の
発
表

○
茶
道
部
に
よ
る
呈
茶

 

北
薩
支
部
事
務
局
（
出
水
商

　

業
高
校
内
）
支
部
委
員
長　

上

　

之
原
（
☎
�
１
０
６
９
）

　

女
性
の
地
位
向
上
と
明
る
く
豊

か
な
生
き
が
い
に
満
ち
た
共
生
・

協
働
の
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
各
種
女
性
団
体
が
一
堂
に

集
う
「
出
水
市
女
性
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
講
演
会
も
あ
り
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

 
１
月
11
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
50
分

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

 

無
料

内
容

○
活
動
事
例
発
表

○
講
演
会

　
講
師　
断
捨
離
ト
レ
ー
ナ
ー

　

藤
原　

久
美
子　

氏

　

演
題
「
は
じ
め
て
み
よ
う　

断

　

捨
離　

～
人
生
を
輝
か
せ
る
た

　

め
に
～
」

 

本
庁
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

を
目
指
し
て
「
出
水
市
す
こ
や
か

な
青
少
年
を
育
む
集
い
」
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

 

１
月
27
日
（
土
）

　

午
後
０
時
45
分
～
同
４
時
35
分

 

市
音
楽
ホ
ー
ル
お
よ
び
市
中

　

央
公
民
館

 

無
料

内
容　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
・
優
良

　

子
ど
も
会
表
彰
式
、
作
文
コ
ン

　

ク
ー
ル
最
優
秀
作
品
発
表
、
活

　

動
事
例
発
表
（
子
ど
も
会
・
Ｐ

　

Ｔ
Ａ
・
青
少
協
）、
家
庭
教
育

　

講
演
会
、
子
ど
も
会
大
会
（
※

　

市
中
央
公
民
館
）

家
庭
教
育
講
演
会
（
午
後
３
時
05

　

分
～
同
４
時
30
分
ま
で
）

演
題　
「
発
達
支
援
に
求
め
ら
れ

　

る
も
の
」

講
師　

山や
ま
き喜　

高た
か
ひ
で秀　

氏
（
志
學

　

館
大
学
大
学
院
心
理
臨
床
学
研

　

究
科
教
授
）

 

本
庁
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

市
女
性
大
会

す
こ
や
か
な
青
少
年
を

育
む
集
い

吹
奏
楽
団
の
演
奏
会

人
形
劇
団
が
や
っ
て
来

る
♪

県
高
等
学
校
文
化
連
盟

　
北
薩
支
部

　
　
高
校
総
合
文
化
祭
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攻
碑
公
園
、
出
水
麓
武
家
屋
敷

　

群
な
ど
を
巡
る
約
10
キ
ロ
㍍
の

　

コ
ー
ス

※
当
日
は
、
参
加
賞
と
北
薩
の
特

　

産
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
あ
り

　

ま
す
。

対
象
者　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

　

ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。

定
員　
２
０
０
人

参
加
料

　

中
学
生
以
上　

千
円

　

小
学
生　

５
０
０
円

　

未
就
学
児　
　

無
料

 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
ま
た
は
未
就
学
児
の
参

　

加
申
し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
、

　

そ
の
旨
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・

 

北
薩
法
人
会
事
務
局

　

出
水
市
上
鯖
渕
６
２
１
番
地
４

　
（
☎
�
１
３
３
８
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
３
０
７
９
）

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

hokuhou@
ial.itkeeper.

　

ne.jp

　

特
定
健
診
と
医
療
費
の
分
析
か

ら
、
健
診
受
診
者
と
健
診
未
受
診

者
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
で
比

べ
る
と
、
健
診
受
診
者
の
方
が
少

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
特
定
健
診
受
診
者
と

未
受
診
者
の
一
人
当
た
り
の
医
療

費
は
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で

す
。

個
別
健
診
の
受
診
料

○
70
歳
未
満　

１
５
０
０
円

○
70
歳
以
上　

７
０
０
円

　

生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
方

は
、
通
院
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

に
情
報
提
供
票
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
個
別

健
診
受
診
票
お
よ
び
情
報
提
供
票

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
本
市
の
特
定
健
診
の

受
診
率
は
41
㌫
で
、
国
が
定
め
た

本
年
度
中
に
達
成
す
る
べ
き
目
標

受
診
率
60
㌫
に
は
ま
だ
ま
だ
届
か

な
い
状
況
で
す
。

　

昨
年
度
の
校
区
別
の
受
診
率
は

次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
韓
国
の
音
色

を
披
露
す
る
た
め
に
、「
イ
ク
サ

ン
教
育
庁
合
唱
団
」
と
「
巨
済
国

楽
院
ウ
リ
ソ
リ
芸
術
団
」
が
来
日

し
演
奏
し
ま
す
。
ま
た
、
出
水
中

央
高
校
吹
奏
楽
部
の
民
舞
や
ゴ
ス

ペ
ル
も
出
演
し
ま
す
。

 

１
月
８
日
（
月
）
午
後
６
時

　

30
分
～

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

 

無
料

 

出
水
異
文
化
交
流
の
会

　
（
☎
０
９
０

－

９
４
０
６

－

０

　

２
６
０
（
大
内
山
））

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
40
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
特
定
健
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

各
医
療
機
関
で
受
診
す
る
個
別

健
診
は
、
受
診
期
限
が
１
月
31
日

ま
で
で
す
の
で
、
本
年
度
の
健
診

を
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

異
文
化
交
流

　
　
音
楽
演
奏
会

特
定
健
診
を
受
診
し
よ

う
（
国
民
健
康
保
険
）

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
向
け
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
期
間

を
、
12
月
30
日
ま
で
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
不
足

等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
２
０
１
８

年
１
月
31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

対
象
者
、
接
種
料
金
等
は
お
手

元
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
診
票
、

ま
た
は
広
報
い
ず
み
10
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

市
健
康
増
進
課
（
保
健
セ
ン

　

タ
ー
内
）（
☎
�
４
０
４
３
）

　

北
薩
法
人
会
に
よ
る
、「
早
春

の
出
水
を
歩
こ
う
！
出
水
麓
武
家

屋
敷
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

 

２
月
18
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

※
受
付　

午
前
７
時
30
分
～

※
小
雨
決
行

集
合
場
所　
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

　

出
水
駅
前
広
場

コ
ー
ス　
出
水
駅
前
広
場
か
ら
特

　

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
た
め
、
特
定
健
診
を
毎
年
受
け

ま
し
ょ
う
！

　

Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
！
健
康
!!

　

Ｇ
Ｏ
！
特
定
健
診
!!

 

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
期
間
延
長

麓
武
家
屋
敷
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
の
参
加
者
募
集

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康
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相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

行
い
ま
す
。
市
は
登
録
申
し
込
み

受
け
付
け
や
情
報
提
供
な
ど
を
行

い
、
空
き
家
物
件
の
取
引
交
渉
お

よ
び
契
約
は
、
空
き
家
の
所
有

者
、
購
入
・
賃
貸
希
望
者
お
よ
び

宅
建
業
者
の
三
者
で
進
め
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
売
買
・
賃
貸
借
契

約
が
締
結
さ
れ
た
と
き
は
、
宅
建

業
者
に
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
仲

介
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
改
修
事

業
補
助
金

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た

物
件
の
改
修
費
お
よ
び
家
財
道
具

の
処
理
・
撤
去
、
清
掃
費
に
対
し

て
、
一
部
助
成
し
ま
す
。

・

 

本
庁
住
宅
課

　
（
☎
�
４
１
２
７
）

　

市
で
は
、
空
き
家
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
、
市
内
へ
の
移
住
や

定
住
を
希
望
す
る
人
な
ど
に
空
き

家
物
件
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

そ
の
情
報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
広
く
公
開
し
ま
す
。
な

お
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
は

無
料
で
す
。

登
録
で
き
る
物
件

　

次
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

住
宅

〇
個
人
が
居
住
を
目
的
と
し
て
建

　

築
ま
た
は
購
入
し
、
現
に
居
住

　

し
て
い
な
い
（
近
く
居
住
し
な

　

く
な
る
予
定
の
も
の
を
含
む
。）

　

市
内
に
存
す
る
住
宅

〇
事
業
用
と
し
て
賃
貸
、
売
買
を

　

目
的
と
し
て
い
な
い
住
宅

※
付
属
し
た
１
㎡
以
上
の
小
規
模

　

な
農
地
も
空
き
家
と
合
わ
せ
て

　

取
引
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

　

た
。

※
老
朽
化
が
著
し
い
、
大
規
模
な

　

修
繕
が
必
要
な
住
宅
な
ど
は
登

　

録
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

　

す
。

契
約
時
の
宅
建
業
者
仲
介

　

空
き
家
物
件
の
取
引
の
交
渉
、

契
約
等
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
協

力
す
る
宅
建
業
者
の
仲
介
に
よ
り

　

出
水
郡
医
師
会
准
看
護
学
校
で

は
、
２
０
１
８
年
度
生
の
二
次
募

集
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
定
員　
若
干
名

修
業
年
限　
２
年

受
験
資
格　
中
学
校
卒
業
以
上
の

　

者
願
書
受
付
期
間　
１
月
５
日（
金
）

　

～
同
16
日
（
火
）

入
学
試
験
日　
１
月
20
日
（
土
）

試
験
科
目　

現
代
国
語
、
作
文
、

　

数
学
、
面
接

 

出
水
郡
医
師
会
准
看
護
学
校

　
（
☎
�
３
３
３
５
）

行
政
相
談
と
は

　

行
政
相
談
と
は
、
国
の
行
政
な

ど
へ
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
行

政
相
談
委
員
な
ど
に
相
談
す
る
こ

と
で
す
。
こ
の
相
談
を
基
に
、
行

政
の
制
度
や
運
営
の
改
善
に
生
か

し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
ど
ん
な
人
？

　

行
政
相
談
委
員
と
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者

で
す
。
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
国
等
の
行
政
活
動
全
般

に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
機

関
に
対
す
る
改
善
の
申
し
入
れ
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

１
月
11
日(

木)

※
毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

 

市
社
会
福
祉
会
館

　

２
階
研
修
室

 

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

鹿
児
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
２
４

　

－

３
２
４
７
）

　

発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
と
子

育
て
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
ん
な
子
育
て
で
も
、
悩
み
や

心
配
事
は
つ
き
も
の
で
す
。
子
ど

も
の
発
達
が
気
に
な
っ
た
り
、
集

団
生
活
で
課
題
を
抱
え
て
い
れ
ば

な
お
の
こ
と
。
子
ど
も
に
関
わ
る

全
て
の
人
が
、
子
ど
も
た
ち
の
気

持
ち
に
配
慮
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
気
持

ち
や
行
動
を
理
解
し
、
子
ど
も
の

育
ち
と
子
育
て
の
支
え
方
を
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

 

１
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時

　

～
同
11
時
30
分
ま
で

※
受
付　

午
前
９
時
40
分
～

 

本
庁
４
階
大
会
議
室

対
象
者　
子
育
て
さ
れ
て
い
る
保

　

護
者
や
子
育
て
に
関
心
の
あ
る

　

方　
定
員　
１
２
０
人

演
題

　
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
理
解
す

　

る
」
～
発
達
が
気
に
な
る
子
ど

　

も
と
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
の
た

　

め
に
～

講
師

　

浦
村　

一
秀　

氏　
（
医
療
法

　

人
樟
南
会　

中
郷
病
院
医
師
）

※
託
児
あ
り

 

無
料

 

１
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
希
望
の
方
は
併
せ
て
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

 

市
健
康
増
進
課
（
保
健

　

セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
物
件
を
募
集

出
水
郡
医
師
会

准
看
護
学
校
二
次
募
集

定
例
行
政
相
談
所
開
設

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

子
育
て
健
康
支
援

　
　
　
　
　
講
演
会
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※
申
請
は
、
申
請
書
の
郵
送
（
交
付
申
請
用
封
筒
の
差
出
有

効
期
限
が
２
０
１
７
年
10
月
４
日
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
も

２
０
１
９
年
５
月
31
日
ま
で
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。）
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
本
庁
市
民
生
活
課
お
よ
び
各
支
所
総
合
市
民
課
に

設
置
し
て
い
る
端
末
で
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
既
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
通
知
カ

ー
ド
と
一
緒
に
同
封
さ
れ
て
い
る
申
請
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
１
２
０

－

９
５

－

０
１
７
８
）

　

平
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
８
時

　

土
・
日
、
祝
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
年
末
年
始
を
除
く

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
内
閣
府
）

　

http://w
w

w
.cao.go.jp/bangouseido/

市
役
所
の
問
い
合
わ
せ
先

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

本
庁
情
報
課
（
☎
�
４
０
３
５
）

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

　

本
庁
市
民
生
活
課
（
☎
�
４
０
３
８
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
申
請
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
次
の

よ
う
な
用
途
に
利
用
で
き
、
今
後

さ
ら
に
生
活
の
中
で
活
用
の
機
会

は
増
え
る
見
込
み
で
す
。

　

初
回
の
発
行
手
数
料
は
当
面
無

料
で
す
の
で
、早
め
に
取
得
し
て
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
身
分
証
明
書
と
し
て

〇
各
種
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

　

申
請
等
に

〇
コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証
明
書

　
（
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

　

証
明
書
、
所
得
証
明
書
）
の
取

　

得
に

〇
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
政
府
が
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
運
営
す
る

　

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
）
で
の

　

情
報
確
認
等
に

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）

を
利
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写
し
等
の
証
明
書
が
取
得
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
証
明
書
（
手
数
料
１
通
２
０
０
円
）

○
住
民
票
の
写
し

○
印
鑑
登
録
証
明
書

○
所
得
証
明
書

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

　

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ

ン
ク
ス
な
ど
の
各
店
舗

※
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
る
店
舗
に
限
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
時
間

　

毎
日
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時
（
12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日
お
よ
び
保
守

点
検
日
を
除
く
）

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
コ
ン

　

ビ
ニ
交
付
の
利
用
登
録
（
暗
証
番
号
登
録
）
を
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

　

は
住
基
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

 

本
庁
市
民
生
活
課
（
☎
�
４
０
３
８
）

～食品ロスをなくそう～

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
は
お
済
み
で
す

か
？

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
お
仕
事
探
し
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
い
ず
み
で
は
、
２
０
１
７
年
10
月
の
求

人
数
は
２
１
３
７
人
で
、
昨
年
同
月
比
２
８
６
人
増
と

な
っ
て
お
り
、
求
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
求
人
の
募
集
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
仕
事
を
お
探
し
の
方
は
お
気
軽
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
い
ず
み
（
☎
�
０
６
８
５
）

　年末年始こそ 2
にいまる

0   ・ 1
いちまる

0  運動！！

　年が明け、新年会の季節となりました。
　新年会などの宴会や会食では、食べ残しが大
量に発生します。
　積極的に「２０・１０運動」を行いましょう。
　ご家庭でも食品の過剰な購入に注意し、使わ
ずに捨てる食材を無くすとともに、出された料
理を最後まで食べきることで食品ロス削減に取
り組みましょう。

「２０・１０運動」とは？
　宴会や会食等の開始２０分間は自席で食事を
楽しみ、終了前１０分間も自席に戻り食事を楽
しむことで、食品ロスを削減する運動です。
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馬
鈴
し
ょ
の
種
イ
モ
の
販
売
事

業
者
は
、
病
害
虫
の
侵
入
や
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
国
の
植
物
防

疫
官
に
よ
る
検
査
を
受
け
た
「
合

格
証
票
」
を
取
得
し
て
販
売
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
次
の
と
お

り
こ
れ
に
違
反
す
る
事
例
が
判
明

し
ま
し
た
。

違
反
の
内
容　
植
物
防
疫
官
の
検

　

査
を
受
け
て
い
な
い
種
イ
モ

違
反
事
業
者　
大
石
物
産
株
式
会

　

社
（
福
岡
県
八
女
市
）

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２

　

０

－

０
１
４

－

２
２
３
）

　

市
農
業
委
員
会
は
、
２
０
１
８

年
９
月
13
日
よ
り
新
体
制
へ
移
行

し
ま
す
。

　

新
体
制
後
の
農
業
委
員
お
よ
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定

数
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

農
業
委
員　
19
人

　

市
町
村
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
し
ま
す
。
任
命
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
の
農
業
団
体
等
に
候

補
者
の
推
薦
を
求
め
、
原
則
公
募

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
の
過
半
は
認

定
農
業
者
で
あ
る
事
や
、
農
業
委

員
の
年
齢
、
性
別
等
に
著
し
い
偏

り
が
生
じ
な
い
よ
う
、
女
性
や
青

年
の
登
用
を
促
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

13
人

　

農
業
委
員
会
が
定
め
た
地
区
か

ら
、
地
区
の
推
薦
や
公
募
に
よ
り

農
業
委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
は
、

農
業
委
員
会
の
総
会
、
部
会
等
に

出
席
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、「
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
の
た
め

に
農
業
委
員
と
一
体
と
な
っ
て
、

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

県
内
の
販
売
店
お
よ
び
品
種

〇
ハ
ン
ズ
マ
ン
国
分
店（
霧
島
市
）

　

２
０
１
６
年
秋
販
売
：
ニ
シ
ユ

　

タ
カ

　

２
０
１
７
年
秋
販
売
：
デ
ジ
マ
、

　

ニ
シ
ユ
タ
カ

○
ハ
ン
ズ
マ
ン
宇
宿
店

　
（
鹿
児
島
市
）

　

２
０
１
７
年
秋
販
売
：
デ
ジ
マ
、

　

ニ
シ
ユ
タ
カ

　

違
反
し
た
馬
鈴
し
ょ
の
種
イ
モ

を
購
入
さ
れ
た
方
は
、
病
害
虫
の

侵
入
防
止
の
た
め
次
の
対
策
を

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
植
え
付
け
し
て
い
な
い
種
イ
モ

　

は
植
え
付
け
を
中
止
し
、
大
石

　

物
産
株
式
会
社
に
連
絡
し
て
返

　

却
す
る
。

②
既
に
種
イ
モ
を
植
え
付
け
し

　

て
い
る
場
合
、
北
薩
地
域
振
興

　

局
農
政
普
及
課
（
☎
０
９
９
６

　

－

２
５

－

５
５
３
０
）
に
連
絡

　

す
る
。

　

水
田
に
転
作
作
物
を
作
付
し
、

経
営
所
得
安
定
対
策
交
付
金
の
申

請
を
さ
れ
る
方
は
、
本
年
度
か

ら
、
交
付
金
申
請
水
田
の
う
ち
各

土
地
改
良
区
内
の
水
田
に
つ
い
て

は
、
自
己
所
有
の
農
地
ま
た
は
借

り
て
い
る
農
地
に
関
わ
ら
ず
、
当

該
土
地
改
良
区
に
対
す
る
賦
課
金

の
納
付
が
な
い
と
交
付
金
の
対
象

水
田
と
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
耕
作
者
の
方
に
は
、
２

月
の
水
田
等
営
農
計
画
書
送
付
時

に
改
め
て
周
知
す
る
予
定
で
す
。

 

本
庁
農
政
課

　
（
☎
�
４
１
１
８
）

　

電
気
工
事
士
に
興
味
の
あ
る
方

へ
、
資
格
取
得
を
目
的
と
し
た
電

気
基
礎
講
座
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

 

２
月
11
日
・
18
日
・
25
日

　
（
毎
日
曜
日
３
日
間
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
50
分
講
義
６
コ
マ
）

 

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

 

１
万
２
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

　

含
む
）

対
象
者　
電
気
に
関
す
る
基
礎
知

　

識
を
得
た
い
方
・
電
気
事
業
従

　

事
者
・
資
格
試
験
受
験
希
望
者

内
容　
電
気
・
電
気
機
器
に
関
す

　

る
基
礎
知
識
、
配
電
理
論
・
配

　

電
設
計
、
関
係
法
令
、
安
全
対

　

策
な
ど

募
集
人
員　
10
人
程
度

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
中
止
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
申
込

　

書
は
川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
１
月
26
日
（
金
）

・

 

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

３
８

　

７
３
）（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
６

－

　

２
０

－

６
４
２
３
）

市
農
業
委
員
会
は
新
体

制
へ
移
行
し
ま
す

水
田
転
作
に
係
る
交
付

金
に
つ
い
て

化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

馬
鈴
し
ょ
種
イ
モ
の

　
違
反
事
例

原子力防災訓練を実施します

　２月３日（土）に県と関係市町（本市含む）による原
子力防災訓練が行われます。
　メイン会場は薩摩川内市です。本市では、情報伝達訓
練や市内のＵＰＺ圏内（川内原子力発電所から約 30 キ
ロ㍍圏内）の一部住民の避難訓練などを行います。

 本庁安全安心推進課（☎ 62 － 0203）

さ
ぁ
♪
始
め
よ
う

電
気
基
礎
講
座
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※
木
造
住
宅
新
築
等
建
築
工
事
促

　

進
事
業
と
併
用
可
能
で
す
。
既

　

に
木
造
住
宅
新
築
等
建
築
工
事

　

補
助
金
を
受
け
ら
れ
た
方
も
申

　

請
で
き
ま
す
。

○
本
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

※
所
有
者
と
居
住
者
が
異
な
る
場

　

合
で
も
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

※
賃
貸
を
目
的
と
し
た
住
宅
は
対

　

象
外
で
す
。

○
施
工
業
者
は
市
内
の
造
園
業
者

　

等
で
あ
る
こ
と
。（
下
請
け
業

　

者
含
む
）

○
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　
（
施
主
・
施
工
業
者
と
も
）

○
申
請
は
、
工
事
完
了
後
で
す
。

　
（
２
０
１
６
年
３
月
31
日
以
前

　

に
工
事
完
了
し
て
い
る
も
の
は

　

対
象
外
で
す
。）

※
工
事
の
内
容
に
よ
り
補
助
対
象

　

外
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
着
工
前
写
真
が
必
要
で
す
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

補
助
の
額

　

最
大
15
万
円
（
補
助
対
象
工
事

　

費
×
15
㌫
）

※
補
助
金
の
交
付
は
、
１
回
限
り

　

で
す
。

※
申
請
書
類
等
は
、
本
庁
住
宅
課

　

に
あ
り
ま
す
。

・

 

本
庁
住
宅
課

　
（
☎
�
４
１
２
７
）

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
生
後
91

日
以
上
の
犬
に
は
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

狂
犬
病
と
は

　

人
間
を
含
む
全
て
の
哺
乳
類
が

感
染
し
、
発
症
す
れ
ば
治
療
法
は

な
く
、
人
も
犬
も
ほ
ぼ
１
０
０
％

死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

狂
犬
病
予
防
法
に
つ
い
て

　

現
在
、
日
本
で
は
狂
犬
病
の
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
か

つ
て
日
本
国
内
で
も
多
く
の
犬
が

狂
犬
病
と
診
断
さ
れ
、
人
も
狂
犬

病
に
感
染
し
死
亡
し
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
狂
犬

病
予
防
法
が
施
行
さ
れ
、
犬
の
登

録
や
予
防
注
射
、
野
犬
の
抑
留
等

が
徹
底
さ
れ
、
日
本
で
は
狂
犬
病

を
撲
滅
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

【
狂
犬
病
Ｑ
&
Ａ
】

Ｑ　

ど
う
し
て
犬
を
登
録
す
る

　

の
？

Ａ　

狂
犬
病
は
全
て
の
哺
乳
類
に

　

感
染
し
ま
す
が
、
人
が
感
染
す

　

る
場
合
、
そ
の
感
染
源
と
な
る

　

動
物
の
ほ
と
ん
ど
は
犬
で
あ
る

　

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

万
が
一
、
日
本
で
狂
犬
病
が

　

発
生
し
た
場
合
に
迅
速
な
対
応

　

を
と
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら

　

飼
い
犬
が
ど
こ
に
何
頭
い
る
の

　

か
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
大
変

　

重
要
な
こ
と
で
す
。

Ｑ　

ど
う
し
て
犬
に
狂
犬
病
の
予

　

防
注
射
を
さ
せ
る
の
？

Ａ　

狂
犬
病
の
流
行
国
で
は
、
犬

　

が
主
な
ま
ん
延
源
と
な
っ
て
い

　

ま
す
。

　
　

従
っ
て
、
犬
に
狂
犬
病
予
防

　

注
射
を
接
種
す
る
こ
と
で
犬
で

　

の
ま
ん
延
が
予
防
さ
れ
、
人
へ

　

の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。

 

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

お
子
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
時
、「
自
宅
で
看
病
し
た

い
け
れ
ど
、
ど
う
し
て
も
仕
事
が

休
め
な
い
。
こ
ん
な
時
に
預
か
っ

て
く
れ
る
場
所
が
あ
れ
ば
…
」
こ

の
よ
う
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

病
児
保
育
事
業
と
は

　

病
気
で
集
団
保
育
の
困
難
な
乳

幼
児
お
よ
び
小
学
校
就
学
児
童
の

預
か
り
事
業
で
す
。

対
象
年
齢

　

０
歳
児
～
小
学
校
６
年
生

事
業
内
容

 

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

　

土
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～

　

正
午

※
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

 

病
児
保
育
室　

ち
び
っ
こ
ハ

　

ウ
ス　

イ
チ
ゴ

※
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
永
松
の
奥

 

１
日　

２
千
円
（
半
日
千
円
）

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活
保

　

護
世
帯
の
軽
減
有
り
。

利
用
方
法　
最
初
に
本
庁
こ
ど
も

　

課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課

　

で
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

 

本
庁
こ
ど
も
課

　
（
☎
�
４
０
５
４
）

新規就農者支援対策事業

　本市と鹿児島いずみ農業協同組合では、農業で自立を目指す
新規就農希望者を受け入れて、農業技術や経営手法等について
の研修を実施し、本市における農業の担い手を確保・育成して
います。
　研修に興味のある方は、鹿児島いずみ農業協同組合本所園芸
農産事業部指導課（☎ 64 － 2630）にお問い合わせください。

狂
犬
病
に
つ
い
て

　

２
０
１
６
年
度
か
ら
住
宅
の
緑

化
工
事
費
の
補
助
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

新
築
時
の
造
園
や
生
活
環
境
の

変
化
に
伴
う
庭
園
の
改
修
時
な
ど

の
緑
化
工
事
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

補
助
対
象
の
要
件

○
過
去
に
本
事
業
に
よ
る
補
助
金

　

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

住
宅
の
緑
化
工
事
に
補
助

し
ま
す

病
児
保
育
事
業
の
ご
利

用
を
！

 

 

 

 

 

 
 

 
 

   
 
 
 

 

201
8 年は

戌年だワン！
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た
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

 

出
水
税
務
署（
☎
�
０
２
０
０

　

自
動
音
声
案
内
）

　

２
０
１
７
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
は
、

領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
が
不

要
と
な
り
、
代
わ
り
に｢

医
療
費

控
除
の
明
細
書｣

の
作
成･

添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
医
療
費
等
の

領
収
書（
医
療
費
通
知
に
係
る
も

の
を
除
く
。）に
つ
い
て
後
日
、
提

出
ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

期
限
等
か
ら
５
年
間
、
ご
自
宅
等

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

２
０
１
６
年
分
以
前
の
確
定
申
告

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
、
医

療
費
等
の
領
収
書
の
添
付
ま
た
は

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（w

w
w

.nta.go.jp
）
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
出
水
税
務
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署（
☎
�
０
２
０
０

　

自
動
音
声
案
内
）

　

 

給
与
な
ど
の
支
払
い
の
際
に

徴
収
し
た
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税（
以
下｢
源
泉
所
得
税
等

｣

）は
、
給
与
な
ど
を
支
払
っ
た
月

の
翌
月
10
日
ま
で
に
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
納
付
す
べ
き

税
額
が
な
い
場
合
で
も
、
翌
月
10

日
ま
で
に
納
付
書（
給
与
所
得･

退

職
所
得
の
所
得
税
徴
収
高
計
算

書
）を
税
務
署
へ
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利

用
ま
た
は
郵
送
等
に
よ
る
提
出
も

で
き
ま
す
）。

　

給
与
の
支
給
人
員
が
常
時
10
人

未
満
の
事
業
所
で
は
、
一
定
の
手

続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
源
泉

所
得
税
等
の
納
付
を
年
２
回
で
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る｢

納
期
の

特
例｣

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

納
期
の
特
例
制
度
を
選
択
さ
れ

て
い
る
場
合
、
７
～
12
月
に
源
泉

徴
収
し
た
源
泉
所
得
税
等
の
納
付

期
限
は
、
１
月
22
日（
月
）と
な
り

ま
す
。

　

納
付
に
つ
い
て
は
、
簡
単
な
操

作
で
、
届
け
出
を
し
た
預
貯
金
口

座
か
ら
の
振
替
に
よ
り
、
即
時
ま

た
は
指
定
し
た
期
日
に
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

の
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（w

w
w

.nta.go.jp

）
を
ご
覧

に
な
る
か
、
出
水
税
務
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署（
☎
�
０
２
０
０

　

自
動
音
声
案
内
）

　

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用

料
等
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
源

泉
徴
収
票
や
支
払
調
書
な
ど
の
法

定
調
書
を
一
年
分
取
り
ま
と
め
て

税
務
署
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

２
０
１
７
年
中
の
支
払
い
に
係

る
法
定
調
書
の
提
出
期
限
は
、
１

月
31
日（
水
）で
す
。

　

法
定
調
書
の
提
出
義
務
者
は
、

原
則
と
し
て
金
銭
等
の
支
払
い
を

受
け
る
方
お
よ
び
支
払
者
等
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
地
方
税
の
電
子
申
告

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
e
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を

利
用
す
れ
ば
、
給
与
支
払
報
告
書

と
源
泉
徴
収
票
を
一
括
作
成
し
、

送
信
す
る
こ
と
で
、
給
与
支
払
報

告
書
は
各
市
町
村
に
、
源
泉
徴
収

票
は
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
出
水
税
務
署
に
お
尋

ね
い
た
だ
く
か
、
e
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w

.eltax.jp

）ま

源
泉
所
得
税
の
納
期
の

特
例
と
納
付

法
定
調
書
の
提
出
は

　
　
　
お
忘
れ
な
く
！

医
療
費
控
除
を
受
け
る

際
は
、「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
の
添
付
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

パブリックコメント実施中
　市では、総合的かつ計画的な行政の運営を行うための第二次総合計画前期基本計画および男女共同参画社会
の形成の促進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための第２次男女共同参画計画に関して、下表のと
おりご意見等を募集しています。

募 集 案 件 第二次出水市総合計画前期基本計画（案）　・　第２次出水市男女共同参画計画（案）

募 集 期 間 12 月 25 日（月）～１月 23 日（火）

応 募 方 法
ご意見等と、住所・氏名を明記の上、郵送、ＦＡＸ（63－4030）または電子メール（市ホーム
ページの専用入力フォーム）のいずれかの方法でお送りください。

ご意見等の取
り扱い・公表

ご意見等の概要および市の考え方を公表します（個別の回答は行いません）。ご意見等を考
慮して最終案を決定します。

そ の 他
各計画の案は本庁企画政策課のほか、本庁総合案内、高尾野・野田支所・中央図書館で閲
覧できます。また、市ホームページでもご覧になれます。

問い合わせ先 本庁企画政策課（☎ 63 － 4036）
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白
しらいし

石　より子さん
出水市の好きなところは？
　海・山・川・温泉・冬の鶴
など、自然のバランスがとれ
ているところ。近所つき合い
の距離感が好きです。
出水市に望むことは？　雇用
の場が広がり、若者が安心し
て暮らせるまちづくりを！
　出水から日本全国に自慢で
きるものができたらいいなと
思います。

土
つ ち や

屋　康
やすひろ

弘さん
出水市の好きなところは？
　自然豊かで、温かい人が多
いところ。
出水市に望むことは？　
　市をあげて、市外に自慢で
きることをしっかり発信して
ほしい。
ひと言　出水が大好きです。
　出水のために、故郷に誇り
を持ち、仕事やさまざまな活
動を頑張ります！

入
い り き だ

木田　絵
え あ

亜さん
出水市の好きなところは？
　新幹線から出水平野を見
るのが好きです。
出水市に望むことは？
　駅周辺にお店が欲しい。
　図書館や運動施設が集ま
っているようなエリアがあ
ればいいと思う。
ひと言
　2018 年も出水市をよろし
くお願いします。

ちゃんちゃん焼風ホイル焼き（冬野菜レシピ）

　健康いずみ 21 では、「１日野菜小鉢５皿（350 ｇ）」を推進しています。
今回は、冬野菜を使ったレシピをご紹介します。

（エネルギー：170kcal、タンパク質：17.9g、脂質：7.2g、炭 水 化 物：9.2ℊ、食物繊維：2.2g、塩分：1.0g）
　寒い季節に温かいホイル焼きはいかがですか？
　食材をのせて包んで蒸すだけなので、料理が苦手な方やお子さんと一緒に作ってもいいですね。

＞＞作り方
　①　野菜は食べやすい大きさに薄く切る。A の調味料をあわせておく。
　②　アルミホイルまたはクッキングシートの上に、野菜、魚、野菜、A の調味料、バターの順にのせ、端　
　　　と端をしっかり閉じる。
　③　②をフライパンに並べて蓋をして、中火で 7 分加熱する。
　④　食べる直前に開けて、ネギを散らして完成♪

材料（２人分）
鮭　 2 切れ
えのき� 40ℊ
白菜　� 30ℊ
ブロッコリー� 40ℊ
人　参　� 30ℊ

砂糖　　　　　小さじ 2
味噌� 小さじ 1
しょうゆ� 小さじ 1
酒� 小さじ 1
バター� 10ℊ
ねぎ� 少々

水道料金を口座振替
にしませんか

　本市では、水道料金の
口座振替を推進してい
ます。まだ、手続きがお
済みでない方は、水道
課または各金融機関で
手続きをお願いします。
　なお、水道料金の口
座振替日は、通常 26 日
です。
　詳しくは、水道課に
お問い合わせください。

・ 　
　本庁水道課
　（☎ 63-2102）

A
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80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
で
お

い
し
く
食
事
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
か
ら
、
国
を
挙
げ
て
８
０
２
０

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
分
の
歯
を
守

る
努
力
を
し
８
０
２
０
を
達
成
し
た

心
身
共
に
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
送
っ
て
い
る
方
々
に
対
し

て
、
11
月
18
日
に
表
彰
式
を
行
い
、

渋
谷
市
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

８
０
２
０
受
賞
者
（
敬
称
略
）

（
氏
名
）　　
　
（
年
齢
）（
自
治
会
）

有
村　

ヱ
ミ
子　

80　

平
松
団
地

市
森　

一　

由　

80　

津　
　

山

今
林　

盛　

廣　

80　

平
松
西

岩
川　

ツ
ル
ノ　

80　

沖　
　

田

江
口　

清　

美　

80　

上
村
西

榎
木　

光　

代　

84　

名
古
東

大
隅　

ミ
ヨ
子　

80　

鹿　
　

島

小
田
原　

藤
子　

80　

野
添
上

尾
上　

詠　

子　

81　

名
古
東

海
江
田　

光
江　

80　

福
ノ
江

加
世
堂
八
千
代　

80　

沖　
　

田

川
上　

和　

男　

82　

上
山
崎

北
澤　

文　

男　

80　

津　
　

山

黑
川　

サ
チ
子　

84　

八　
　

幡

坂
本　

須
賀
子　

80　

下　
　

中

澁
木　

德　

満　

81　

広　
　

瀬

島
﨑　

ト
ミ
エ　

84　

蕨　
　

島

末
田　

智　

美　

80　

米
ノ
津
駅
通

髙
橋　

幸　

代　

80　

平
松
西

髙
橋　

ス　

ギ　

84　

政　
　

所

竹
地　

ツ
ギ
子　

84　

切　
　

通

田
中　

末　

義　

80　

前　
　

田

田
渕　

薩　

美　

84　

横　
　

尾

鶴
田　

ヨ
シ
子　

82　

大　
　

和

永
井　

節　

子　

87　

天　
　

神

永
園　

貴
美
子　

81　

沖　
　

田

西　
　

フ
ミ
子　

80　

中　
　

里

橋
本　

瑞　

弘　

80　

元　
　

町

針
原　

忠　

行　

80　

中
塩
屋

東
野　

ト
ミ
ヱ　

80　

宇
都
野
々

平
岡　

順　

一　

80　

築　
　

港

福
留　

岳　

夫　

81　

大　
　

和

古
川　

重　

男　

83　

鹿　
　

島

堀
切　

キ
ミ
エ　

80　

桜　
　

町

本
田　
　
　

瓚　

80　

西　
　

町

益
野　

喜
美
子　

83　

天　
　

神

松
井　

美
千
代　

81　

蕨　
　

島

松
本　

總　

男　

80　

鶴
亀
タ
ウ
ン

村
上　

美
恵
子　

80　

福
ノ
江
港

本
蔵　

治　

子　

80　

下　
　

山

森
山　
　
　

廣　

80　

天　
　

神

吉
岡　

キ
ヌ
ヨ　

80　

中　
　

里

和
田　

賢　

一　

80　

春
日
町

（
年
齢
は
受
賞
時
の
も
の
で
す
）

め
ざ
そ
う
！
８
０
２
０・７
０
２
４

８
０
２
０
は
毎
日
の
積
み
重
ね
の
成

果
で
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で

135

8
ハチマルニーマル

0 2 0 歯科表彰　おめでとうございます

食
べ
ら
れ
る
「
幸
せ
な
高
齢
期
」
を

迎
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は
７
０
２
４

（
70
歳
で
24
本
の
自
分
の
歯
）
を
目

標
に
歯
に
い
い
生
活
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

７
０
２
４
達
成
者
（
敬
称
略
）

（
本
年
度
歯
周
疾
患
検
診
を
受
診
さ

れ
た
71
歳
の
方
）

（
氏
名
）　　
　
　
（
自
治
会
）

愛
下　

洋　

子　
　

広　
　

瀬

井
樋　

和　

行　
　

折
尾
野

内
園　
　
　

忠　
　

小
原
下

浦
底　

百
合
子　
　

西
ノ
口

尾
﨑　

ヒ
デ
子　
　

鹿　
　

島

鎌
田　

み
ど
り　
　

下
平
野

川
上　

春　

子　
　

中　
　

里

川
﨑　

京　

子　
　

沖　
　

田

切
通　

弘　

明　
　

安　
　

原

渋
谷　
　
　

渉　
　

鶴　
　

見

田
代　
　
　

力　
　

唐
笠
木

谷
口　

浩　

幸　
　

内
野
々
上

手
柴　

茂　

子　
　

上　
　

松

中
園　

文　

男　
　

今
釜
西

萩
原　

美
都
子　
　

小
原
上

華
野　

美
代
香　
　

八
幡
（
出
水
）

福
山　

カ
ズ
エ　
　

福
ノ
江

古
市　

安　

治　
　

本
町
（
野
田
）

星
加　

孝　

子　
　

栄　
　

町

松
野　

ヨ
シ
子　
　

小松ニュータウン

松
村　

美
代
子　
　

横　
　

尾

宮
本　

梅　

子　
　

麓
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契
約
と
は
法
的
な
拘
束
力
を
持
つ
約

束
の
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
普
段
の
生
活
で
友
人

と
待
ち
合
わ
せ
（
約
束
）
を
し
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
購
入
（
契
約
）

し
て
い
ま
す
。
契
約
は
申
し
込
み
と

承
諾
と
い
う
行
為
（
意
思
表
示
）
に

よ
っ
て
、そ
の
意
思
が
合
致
（
合
意
）

す
る
こ
と
で
成
立
し
ま
す
。

○
生
活
の
中
の
契
約

　

・
バ
ス
に
乗
る

　

・
コ
ン
ビ
ニ
で
弁
当
を
買
う

　

・
Ｃ
Ｄ
を
レ
ン
タ
ル
す
る

　

・
洋
服
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す

契
約
の
基
本
ル
ー
ル

●
書
面
に
す
る
必
要
は
な
く
、
口
約

　

束
で
も
成
立
し
ま
す
。

●
契
約
を
す
る
か
否
か
、
契
約
内
容

　

を
ど
う
す
る
か
、
ど
の
よ
う
な
形

　

式
に
す
る
か
は
、
当
事
者
が
自
由

　

に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
契
約
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　

ん
。
一
方
の
都
合
だ
け
で
勝
手
に

　

解
消
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
解
消

　

が
可
能
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
契
約
前
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

そ
の
契
約
は
本
当
に
必
要
で
す
か
？

　

契
約
す
る
と
き
は
、
内
容
を
よ
く

理
解
し
た
上
で
、
そ
の
契
約
が
本
当

に
必
要
な
も
の
か
、
冷
静
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
結
ぼ
う
と
す
る
契
約
に

つ
い
て
、
口
頭
で
受
け
た
重
要
な
説

明
が
契
約
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
解
約
等
の

条
件
も
併
せ
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

〇
契
約
を
取
り
消
し
た
い
時
は
・・・

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
が
利
用
で

き
ま
す
。

　　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は
電

話
勧
誘
な
ど
で
、
や
む
な
く
契
約
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
契
約
書
面
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
一
定
期
間
内
で
あ

れ
ば
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
通
信
販
売
な
ど
適
用
さ
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

契
約
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　
　
　
～
契
約
前
に
は

　
　
　
　
深
呼
吸
☆
ふ
ぅ
～

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

老
齢
厚
生
年
金
な
ど
の
老
齢

（
退
職
）
を
支
給
事
由
と
す
る
公

的
年
金
は
、
税
法
上
「
雑
所
得
」

と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な

り
ま
す
。
老
齢
年
金
を
受
け
て
い

る
方
に
は
、
１
年
間
の
年
金
支
払

総
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

額
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
源
泉
徴
収

票
が
１
月
中
旬
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

源
泉
徴
収
票
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て

必
要
と
な
り
ま
す
。
源
泉
徴
収
票

を
紛
失
し
た
場
合
は
、
川
内
年
金

事
務
所
へ
依
頼
す
る
こ
と
で
再
発

行
が
可
能
で
す
が
、
後
日
郵
送
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
の
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
・
遺
族
年
金

は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
障
害
年
金
・
遺

族
年
金
に
関
す
る
源
泉
徴
収
票
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
：
代
表
）

▽
川
内
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５
２

　

７
６
）

料
納
付
書
」
が
届
き
ま
す
の
で
、

手
帳
は
大
切
に
保
管
し
、
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

保
険
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
以
外
に
も
口
座
振
替
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
も
可
能

で
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
年
金

担
当
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」、「
納
付
猶
予
制
度
」

な
ど
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
資
格

取
得
届
書
と
一
緒
に
申
請
書
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

20
歳
の
国
民
年
金
加
入
手
続
き

　

日
本
国
内
在
住
の
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
厚
生
年
金
等
に
加
入
中

の
方
や
厚
生
年
金
等
加
入
中
の
配

偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
を
除

き
、
20
歳
に
な
っ
た
方
は
国
民
年

金
第
1
号
被
保
険
者
の
加
入
手
続

き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
被
保

険
者
資
格
取
得
届
書
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
本
庁
ま
た
は
各
支
所
の
年
金

担
当
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
加
入
手
続
き
後
に

「
年
金
手
帳
」
と
「
国
民
年
金
保
険

開 催 日　２月 22 日（木）
開 催 場 所　本庁１階多目的ﾎｰﾙ１
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時除く）
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
    ☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）
※年金相談は１日につき最大で 18

人（午前 8 人、午後 10 人）で先
着順となります。

２月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
６
２
０
３
）

広報いずみ H30.1月号原稿 
                  

 

契約のイメージ図  

申込 承諾 

合
意 
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出水市立図書館  

パネルシアター「おばけマンション」  

「読書活動日本一の 

まちづくり」を目指して  

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進室 

電話６３－４１２１ 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 

わくわく☆おはなしフェスタ 

                を開催しました！ 

 去る 11 月 25 日(土)、読書ボランティアや親

子読書会などによる「わくわく☆おはなしフェ

スタ」を中央公民館小ホールで開催しました。 
 このフェスタは、子どもたちが読書に親しみ

感性豊かな心を育むため、絵本の読み聞かせな

どを通して子どもたちが本の世界にふれる機

会の場をつくろうというものです。 

 

読み聞かせグループ  そらいろのたね  
  ジャンボパネルシアター  

  「ただのおじさん２」  

大川内中学校文芸サークル  
ハッピークローバー  

ペープサート「ハル君の冒険」  

あんたがた 
 どこさ♪ 

それぞれの団体の個性あふれる演目に、来場された方々はとても楽し

んでいるようでした。 
上記出演団体のほか、来場者へのプレゼント（手作りのしおり）作成

という形で米ノ津小学校、米ノ津中学校の皆さんもフェスタに参加して

くれました。読書推進室とお話グループ「おはなしぽけっと」が協力し

て作ったプレゼントと併せて配布したところ、とても好評でした♪  
 

各市立幼稚園・小学校・中学校、義務教育学校、出水商業高等学校、市立図書館が作成した読書 
パネルの展示も行いました♪ 

☆力作ぞろいです！ 

読書推進室によるわらべうたも！  

#おはなしだいすき #楽しかった♡ 
#家族で参加 #また見たい! 

江内小学校おむすび親子読書会  

劇「ハンダのびっくりプレゼント」  

お話グループ  おはなしぽけっと  

読み聞かせ「はらぺこあおむし」  

読書ボランティアグループ  虹色のゆめ  
ペープサート「大きな桜島大根」  
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≪幼児・小学生≫
● おちゃかいのおやくそく　エイミー・ダイクマン　文
● まほろ姫とにじ色の水晶玉　　なかがわ　ちひろ　作
● おさかなどろぼう　　　　　いしい　ひろし　作・絵
● さあ、なげますよ　　　　　　　　　角野　栄子　作
● 図書館にいたユニコーン　マイケル・モーパーゴ　作
● なずずこのっぺ？　　　　　　カーソン・エリス　作
● しずかにあみものさせとくれー！　　　ベラ・ブロスゴル　作
● どうぶつマンションにようこそ　　二宮　由紀子　文
● ひとりでえほんかいました　くすのき　しげのり　作
● パパゲーノとパパゲーナ　　　　　　小西　英子　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫
● １００年の木の下で　　　　　　　　杉本　りえ　著
● 世界は変形菌でいっぱいだ　　　　　増井　真那　著
● 襷を我が手に　　　　　　　　　　　蓮見　恭子　著

・・・・・等
≪一般≫
● ファミリーデイズ　　　　　　　　瀬尾　まいこ　著
● 破滅の王　　　　　　　　　　　　上田　早夕里　著
● おらおらでひとりいぐも　　　　　若竹　千佐子　著
● ドレス　　　　　　　　　　　　　　藤野　可織　著
● 太陽と乙女　　　　　　　　　　　森見　登美彦　著
● インフルエンス　　　　　　　　　　近藤　史恵　著
● 彼方の友へ　　　　　　　　　　　　伊吹　有喜　著
● ねこ町駅前商店街日々便り　　　　柴田　よしき　著
● 逃亡刑事　　　　　　　　　　　　　中山　七里　著
● 荒海を渡る鉄の舟　　　　　　　　　　鳥羽　亮　著
● ノーマンズランド　　　　　　　　　誉田　哲也　著
● 窓から見える最初のもの　　　　　　村木　美涼　著
● サーチライトと誘蛾灯　　　　　　　櫻田　智也　著
● メガネと放蕩娘　　　　　　　　　山内　マリコ　著
● 大獄　　　　　　　　　　　　　　　　葉室　麟　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 １月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

12月29日～
　　　1月4日
15日～22日

（蔵書点検のため）

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

午前９時～午後６時

12月29日～
　　　1月4日

19日野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100）

2018 年１月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

１月

第２・4
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
11日
25日

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

12日
26日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

１月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

10、24、31日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

8、15、22、29日
午後４時～

親子読書教室
「すくすく」

9日（火）、23日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

11、18、25日
午後４時～

だっこでギュッ お休みです

夜のおはなし会 23日（火）午後7時～

　　　　　　　　　ある日の図書館
～　アウトリーチ　よみきかせ　高尾野小学校　～

　11月14日に高尾野小学校１年生を中心とした約100人へ
出張読み聞かせを行いました。
　少し切ないお話には真剣な表情で耳を傾け、体を使ったゲー
ムではとても元気よく参加してくれました。多くの「楽しかった」
との声に、スタッフも元気をもらえた１時間でした。

中央図書館　臨時休館のお知らせ
　蔵書（図書資料）整理・点検のため、次のと
おり休館します。

１月 15日（月）～１月 22日（月）
　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、図
書館の大切な仕事の一つですので、ご理解くだ
さいますようお願いします。
　※高尾野図書館および野田図書館は通常通り
　開館します。

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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◎１月１０日は
１１０番の日

●　事件・事故などの緊急通報は「１１０番」

○  相談は相談ダイヤル「＃９１１０」

  にお願いします。

　皆さんからの１１０番通報は、通信

指令システムを使って迅速、的確に処

理しています。

　固定電話や携帯電話からの１１０番

　12月８日（金）、出水警察署で「年末年始特別警戒隊出発式」 通報は、その電話の位置情報とともに警察本部の通信指

が実施されました。 令室につながり、着信と同時に指令システム上のモニタ

　出発式では、角 ーに表示される位置情報を基に、管轄

耕心署長の挨拶の 警察署や近くの警察官（パトカー等）

後、出水市防犯協 に指令を出します。

会長の渋谷俊彦市 　１１０番通報をするときは、警察官

長から防犯パトロール隊連絡協議会の松元重忠会長に燃料支援費 の質問に落ち着いて答えてください。

が、応援に駆け付けた愛育保育園の可愛い園児の皆さんに防犯グッ 　１１０番は、緊急事態に速やかに対応するためのホッ

ズが贈られました。 トラインです。緊急通報以外の電話が多くなると、対応

を急ぐべき１１０番通報がつながり

にくくなります。

※　お急ぎでない相談などは

　＃９１１０ か ６２－０１１０

　にお願いします。

　「いずみとりとりガールズ」の皆さんや「いづる君」も出演し

たり、１日署長に委嘱されたヒーローキャラクター「三超天聖（

さんちょうてんせい）イズミライ」や悪役キャラクター「飛来将 　11月27日（月）、出水

軍（ひらいしょうぐん）ジェネラルカーク」による寸劇では、酔っ 市汐見町の特別養護老人

払い役の楠原啓太巡査長を巻き込み、交通ルールを守ることや知 ホーム「鶴寿園」で不審

らない人にはついて行かないことなどを呼びかけました。 者侵入対応訓練が実施さ

れました。

　講師の出水署生活安全

刑事課片野田係長から、

不審者はできるだけ施設

内に侵入させないように

常に目配り、気配り、声

掛けが大事であるとの話

　園児による「安全宣言」や小村悟生活安全刑事課長によるイズ に、職員一同、頷きなが

ミライ１日署長への出発申告の後、園児代表の出発合図により防 ら熱心に聞いていました。

犯パトロール隊、警察車両が隊列を組んで小雨の中、市内の特別

警戒に出発しました。

出水市防犯協会６３－１５００問い合わせ先

２０１７年 16 0
１１ 月 中 (-2) （-1)

累　　　計 (-58) (-2)

20
(-5)
177

(-68)
※（　）内の数字は前年同期比

＜平成３ ０ 年１ 月号＞

セキュ リ ティ タ ウン 安心の街 いずみ

２０１７年 139 0

＜出水警察署管内＞　　　　   　

発生件数 死　者

（暫定値）

負傷者

交通事故発生状況（人身）

年末年始特別警戒隊出発式

不審者侵入対応訓練 （於：鶴寿園）

謹賀新年 ☃
今年もよろしくお願い申し上げます

１１０番の日
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タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
広
が
る
笑
顔

Ｒ
Ｕ
Ｎ　
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ　

 

２
０
１
７

　

11
月
19
日
、
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴

＋（
ラ
ン
と
も
プ
ラ
ス
）出

水
ス
テ
ー
ジ
が
、
ク
レ
イ

ン
パ
ー
ク
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
認
知
症
の
人

も
そ
う
で
な
い
人
も
、
み

ん
な
で
タ
ス
キ
を
つ
な
い

で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

　

市
内
の
介
護
事
業
所
の

利
用
者
と
そ
の
家
族
や
職

員
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
な
ど
が
参
加

し
、認
知
症
の
人
や
家
族
、

支
援
者
な
ど
が
少
し
ず
つ

リ
レ
ー
し
な
が
ら
、
笑
顔

で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し

た
。

　

11
月
26
日
、
第
35
回
市
民
駅

伝
大
会
が
市
陸
上
競
技
場
お
よ

び
周
辺
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
雨
が
降
り
、

走
り
に
く
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
し
た
が
、
73
チ
ー
ム
約

５
１
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
思
い

思
い
の
ペ
ー
ス
で
７
区
間
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
多
く
の
方
々
が

応
援
し
て
く
だ
さ
り
、
大
変
盛

り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。 タ

ス
キ
を
つ
な
い
で

第
35
回
市
民
駅
伝
大
会

【 結 果 】
《中学・高校・一般男子の部優勝》
　出水消防署チーム

《一般女子の部優勝》
　太田明星会チーム

《小学生男子の部優勝》
　出水ＳＣチーム

《小学生女子の部優勝》
　出水市陸上スポーツ少年団Ａチーム

１部総合優勝：出水消防署チーム ２部総合優勝：出水ＳＣチーム

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
匠
た
ち

市
優
良
工
事
等
表
彰
式

　

11
月
17
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
優
良
工
事
等
表
彰
授
賞

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
市
が
発
注
し
た
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
他

の
模
範
と
な
る
優
秀
な
工
事
を
施
工
さ
れ
た
建
設
業
者
お

よ
び
技
術
者
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、
工
事
を
行
っ
た
施
工

者
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
と
と
も
に
施
工
意
欲
と
建
設

技
術
の
向
上
お
よ
び
適
正
な
工
事
の
施
工
を
推
進
し
、
本

市
に
お
け
る
建
設
業
の
育
成
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

【優良工事表彰】
〇土木一式工事（４社）
〇建築一式工事（１社）
〇ほ装工事（２社）
〇電気工事（３社）
〇塗装・防水工事（１社）

【優秀技術者表彰】
〇土木一式工事（４人）
〇ほ装工事（２人）
〇電気工事（３人）
〇塗装・防水工事（１人）
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　市民の皆さんから意見や要望等を直接聴く市政座
談会を、11月13日の米ノ津公会堂を皮切りに、出水
地域の５つの会場で開催しました。
　会場では、地域の課題や医療センターのことなど
多くの意見等が出され、意見交換が行われました。
　出された意見や要望などは、今後の市政推進に役
立てられます。

真
心
込
め
た
自
信
作

は
さ
み
入
れ
式

　11月21日、佐土原修さん（高尾野）の果樹園で、加
温デコポンのはさみ入れ式が行われました。
　これは、同27日に鹿児島市の市場で行われた大将
季出発式（販売スタート）を前に開催されたもの。
　出水管内で収穫されたデコポン（大将季）は、県内
をはじめ、主に東京、大阪、中京地方などに出荷さ
れます。

　12月１日、生産者が真心を込めて作った本市の特
産品を全国へお届けする「ツルの恩返し便」の出発式
が行われました。
　お茶やみかんなどの特産品が詰められた箱がト
ラックにひとつひとつ丁寧に積み込まれ、第１便と
して462セットが発送されました。
　売り上げの一部はツル保護に役立てられます。

ツ
ル
の
ま
ち
か
ら
届
け
ま
す

ツ
ル
の
恩
返
し
便
出
発
式

　11月18日と19日、陸上競技場周辺で恒例の大産業
祭が開催されました。
　メイン会場の特設テントには、みかんやお菓子な
ど地元の特産品が所狭しと並び、多くの買い物客で
にぎわいました。また、友好都市の北海道釧路市・
山口県周南市、姉妹都市の大韓民国順天市、交流都
市の宮崎県都城市の特産品販売も大盛況でした。

大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
う

大
産
業
祭

　11月23日、高尾野川ジョギングロードで「たかお
の鶴駅伝大会」が開催されました。
　35回目となる今大会には、66チームが参加し、健
脚を競い合いました。
　選手たちは、沿道からの仲間や同僚、家族からの
声援を背にゴールを目指して、思いのこもったタス
キをつないでいました。

健
脚
を
競
う

た
か
お
の
鶴
駅
伝
大
会

　11月24日、出水消防署で「出水市消防サポート隊
発足式」が開催されました。
　同組織は、本市における地域防災力の向上を図る
とともに、消防本部および消防団の活動を後方から
支援することを目的に設置されました。
　経験豊富な元消防職員および元消防団員で構成さ
れた同組織は、32人でのスタートとなります。

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

市
消
防
サ
ポ
ー
ト
隊
発
足
式

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

市
政
座
談
会
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

生徒募集

がん

ばろ
う！くまもと・おおいた   　

　
　
まけんばい！くまもと・おお

いた

DRIVING SCHOOL

■入学受付　午前９時から午後７時 電話申し込み可
■入学日　水曜日･土曜日の午後１時（午前９時の場合あり）
 ※但し、祝日の場合は変更あり

■必要な書類　○本籍地記載の住民票（マイナンバー
 　不記載のもの）１通と免許証
 ○印鑑
■お支払いは各種クレジットもご利用できます。

水俣自動車学校水俣自動車学校
0966 63-3264 FAX 0966

〒867-0046　熊本県水俣市山手町1丁目8番1号

熊本県公安委員会指定 ㈲サン自動車興業

63-3245TEL

至出水 至芦北国道３号線

水俣駅
ハ
マ
ス
パ
ー
マ
様

ロ
ー
ソ
ン
様 岡部病院

様

ハ
マ
ス
パ
ー
マ
様

JNC/チッソ正門

肥薩おれんじ鉄道

水俣自動車学校

●中型免許 ●普通免許 ●普通二種 ●大型二輪 ●普通二輪 ●審査 ●各種講習 

技能教習予約システム
PC･携帯電話･スマホから
いつでも予約できます

導
入

スクールバス送迎員募集
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

遺言初回無料相談 ●相続人がいない、多い、疎遠

仲が悪い、判断力がない●子がいない、行方不明、前妻

の子がいる●不動産が多い●内縁関係●誰かに、孫に、嫁

に、介護者に相続させたい●自営業・農業・独身者等々。 

遺言をのこす方は全国で年間 10 万人を超えます。一度、

誰にどれだけ法定相続分があるのか確かめてみませんか？ 
 

相続 相談室 
https://souzoku-himawari.jimdo.com/ 

出水市下鯖町 1292 行政書士 恩田昭雄 

☎ 0996-67-4873予約制・秘密厳守

平和薬局センター店 平和薬局古賀町店
　水俣総合医療センター近く、天神耳鼻科前 古賀町（緒方眼科前）

電話　０９６６－６２－０２３０ 電話　０９６６－６２－２２７２

営業時間　平日　８：３０～１８：３０ 営業時間　平日　８：３０～１８：００

　　　　　　　　 　　土曜　８：３０～１７：３０ 　　　　　　　　　　 土曜　８：３０～１３：００

一般社団法人　水俣芦北薬剤師会

薬剤師募集（正社員・パート）

          勤務地：水俣市　　
             勤務時間等はご相談に応じます

           お気軽にお電話ください

　　　　　　　　　　電話　０９６６－６２－２２７２　（担当　下田）

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

・営業時間：月～金（祝日営業）9：00～18：00

・自宅送迎：有

・住所：鹿児島県出水市本町17-20

※随時、見学・体験受付中。お気軽にご連絡ください。
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

大お
お
し
ま島

拓た

く

と斗
（
雅
也
・舞
菜
）

池い
け
わ
き脇

未み

ひ

ろ紘
（
信
也
・さ
と
み
）

宮み
や
し
た下

慶け

い

ご悟
（
朗
・明
日
香
）

宮み
や
し
た下　

陽ひ

か

り
花
里
（
朗
・明
日
香
）

若わ
か
ま
つ松

杏あ

こ采
（
和
幸
・清
美
）

伊い

と

う藤

奏か

ん

た汰
（
敬
介
・優
香
）

折お
り
は
し橋

可か

の和
（
寛

尚
）

東ひ
が
し　
　
　

遼り
よ
う
た汰
（
真
吾
・加
奈
美
）

肝き
も
つ
き付

愛あ

い

か華
（
賢

男
）

肥こ
い
づ
か塚

茉ま

こ子
（
洸
一
・里
子
）

丸ま
る
う
ち内　
　
　

楓
か
え
で

（
智
弘
・さ
ゆ
り
）

久く

ぼ保

美み

そ

ら空
（
政
博
・さ
や
か
）

川か
わ
う
ち内

斗と

う
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

１　　　　　月
日 医　療　機　関　名

１日（月）

［当］ よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖田 ☎ 63 − 7800
［当］ 福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎ 62 − 8200
［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎ 73 − 4180
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎ 86 − 0054
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 − 1611

２日（火）

［当］ よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿島 ☎ 63 − 1112
［当・児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎ 62 − 0167
［当］ 植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎ 72 − 1041
［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎ 75 − 2121
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎ 88 − 6405

３日（水）

［当］ しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎ 63 − 8300
［当］ 東医院 整形外科 六月田中 ☎ 67 − 1861
［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎ 73 − 1551
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎ 88 − 2595
［児］ しみずこども医院 阿久根市 ☎ 68 − 0633

７日（日）

［当］ 高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎ 82 − 0017
［当］ 吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎ 62 − 0170
［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎ 64 − 6100
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 − 5040
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 − 1611

８日（月）

［当］ 楠元内科医院 内科 千本付 ☎ 62 − 8600
［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎ 84 − 2005
［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎ 72 − 0420
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎ 86 − 0054

14 日（日）

［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎ 63 − 3151
［当］ 吉井中央病院 内科 東大野原 ☎ 62 − 3111
［当］ 北国医院 外・整外科 阿久根市 ☎ 72 − 0016
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎ 88 − 6405
［児］ キッズクリニック 向江 ☎ 63 − 7707

21 日（日）

［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎ 62 − 1559
［当］ クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎ 62 − 0241
［当］ 阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎ 72 − 0040
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎ 88 − 2595
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 − 1611

28 日（日）

［当］ 恒吉医院 消化・内科 大和 ☎ 82 − 0048
［当］ 三慶医院 循環器・内科 井上 ☎ 63 − 2333
［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎ 73 − 3639
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎ 86 − 0054
［児］ しみずこども医院 阿久根市 ☎ 68 − 0633

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
１月８日

村 岡 歯 科 医 院 歯科 ☎62−0601 春 日 町
ポ ポ ロ 薬 局 ☎63−4630 千 本 付
ス マ イ ル 薬 局 ☎84−2430 田 多 園

１月14日
金 子 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2150 栄 町
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63−1177 沖 田
マ リ ン 薬 局 ☎63−6678 東 大 野 原
さ く ら 薬 局 ☆ ☎63−7700 向 江 町

１月21日
福 原 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2501 上 沖 田
ふ れ あ い 薬 局 ☎63−3070 平 良 馬 場
そ う ご う 薬 局 ☆ ☎64−8161 早 馬

１月28日
石 沢 歯 科 医 院 歯科 ☎84−4411 天神（野田）
タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62−8813 渡 瀬 口

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
１月１日 太田電機工業所 ☎63−1966

携帯電話
（090−7397−7898）

釜 崎 水 道 ☎82−0249

携帯電話
（090−7154−7490）

１月２日 北 薩 設 備 ☎62−6011 桑野水道設備 ☎82−4385
１月３日 第 一 産 業 ☎63−0708 中 畠 組 ☎82−0437

１月４日～７日 ヤマサキ電機産業 ☎62−3400 樋 口 電 設 ☎85−5901
１月８日～14日 たかさご水道 ☎67−4400 ホクシン工建 ☎82−0612
１月15日～21日 日之出建設工業 ☎63−3388 野 村 電 設 ☎82−3637
１月22日～28日 職 建 ☎62−1409 ア タ ッ ク ス ☎82−0044
１月29日～31日 あかつき電化 ☎62−0650 釜 崎 水 道 ☎82−0249

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2017年11月１日～同11月30日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ２件（±０） ０件（−１） ０人（±０） ０人（±０） 156件（−24） 84人（−２）
2017年の累計 15件（±０） 13件（＋４） １人（±０） ０人（−３） 1,987件（−82） 1,089人（−48）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

１月の主な行事

１月１日
柏木歯科クリニック 歯科 ☎79−4618 西 水 流
こ が ね 薬 局 ☎64−1132 沖 田
か り ん 薬 局 ☎64−1400 向 江 町

１月２日
柏木歯科クリニック 歯科 ☎79−4618 西 水 流
あ す か 薬 局 ☎63−7322 鹿 島

１月３日
し お 歯 科 医 院 歯科 ☎67−5844 米ノ津駅通り
五 万 石 薬 局 ☎63−8800 野添（出水）
スマイル薬局出水店 ☎67−2055 六 月 田 下

１月７日
よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79−3443 太 鼓 橋
高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64−2110 上 の 原
ク レ イ ン 調 剤 薬 局 ☎63−4300 栄 町
会 営 薬 局 ☆ ☎64−8280 早 馬

８日（月）▶異文化交流音楽演奏会（午後６時30分・市音楽ホール）

11日（木）▶市女性大会（午後１時30分・市音楽ホール）

21日（日）▶北薩シンフォニックバンド定期演奏会（午後１時30分・市文化会館）

27日（土）▶すこやかな青少年を育む集い（午後０時45分・市音楽ホールおよび市中央公民館）

※歯科医院診療時間　午前９時～正午
☆小児科当番薬局　　午前 10 時～正午

◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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11
月
19
日
、
博
物
館
講
座
『
バ

ー
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

米
ノ
津
川
か
ら
名
護
港
、
福
ノ

江
ま
で
を
鳥
を
観
察
し
な
が
ら
約

８
キ
ロ
歩
き
、
講
師
の
方
に
種
や

翼
、
鳴
き
声
や
飛
び
方
の
特
徴
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
、
東
干
拓
で
ツ
ル
も
観
察
し
ま

し
た
。
こ
の
日
、
観
察
で
き
た
野

鳥
は
、
39
種
で
し

た
。

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー

ク
で
は
、
企
画
展

「
出
水
の
冬
の
鳥

た
ち
」
を
１
月
21

日
ま
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

『今月の問題』
国の特別天然記念物でないの
は次のどれ？
Ａ　鹿児島県のツルお
よびその渡来地
Ｂ　アカショウビン
Ｃ　アマミノクロウサギ

☆答えはホームページか来月号で

先月の答えは、A

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　第 52 回全国野生生物保護実績発表大会で、

予備審査の結果全国から選ばれた 10 校がそ
れぞれの学校で取り組んだ野生生物の保護活
動をお互いに発表し合い、その結果、鶴荘学
園が最高賞の環境大臣賞を受賞されました。

　高尾野川をきれいにする会（高尾野内水面
漁業協同組合・自治会連合会高尾野地区・田
舎料理研究会・松ケ野なよすう会）が、河川
清掃活動への取り組みを評価され、小さな親
切運動鹿児島県大会で表彰されました。

　長年にわたり自治会等地縁による団体にお
いて、地域的な共同活動に尽力され良好な地
域社会の維持および形成に寄与されたことに
対し、総務大臣から表彰された山鹿政文さん

（写真中央　原自治会）。

　その道一筋に業務に精励し模範となる人
に贈られる黄綬褒章を授与された、榎木美
代子さん（写真前列左　切通自治会）。
　榎木さんは、長年農業の発展に尽力して
こられました。

　第 72 回南日本美術展で、南日本新聞社賞を
受賞された広高涼さん（写真中央）、同美術展
で海童賞・空間造形部門優秀賞を受賞された通
畠義信さん（左から２番目）、同美術展で秀作
賞（平面部門）を受賞された池上寛子さん（右
から２番目）。


